
令和３年度春学期/第 1,2 クォーター 対面とオンライン（同時配信）併用授業に係る Q&A 

 

No カテゴリー 質問 回答 

1 

 

対面とオンライン

（同時配信）併用

授業 

授業の方法や制度の詳

細を教えてください。 

5 月１日に T-Po で概要を配信します。 

5 月 6 日に授業再開以降の受講方法に関する「意

向調査」の際に詳細を示し、受講方法の選択をし

ていただきます。 

2 

 

オンライン（同時

配信）併用授業 

5 月 12 日からオンライ

ンで受講したいです。

登録は必要ですか？ 

5 月 6 日に授業再開以降の受講方法に関する「意

向調査」についてお知らせします。 

必ず全員が内容を確認し、オンライン配信の受講

を希望する場合は、回答してください。回答期限

は、5 月 10 日 22 時です。 

3 対面授業 5 月 12 日から対面で受

講したいです。登録は

必要ですか？ 

登録は必要ありません。ただし、「意向調査」に

記載されている内容は必ず確認してください。 

4 オンライン（同時

配信）併用授業 

自身の事情に合わせて

対面とオンラインを併

用して受講できます

か？ 

原則として、対面授業かオンライン配信かのどち

らかを選択してください。 

学修方法による特性を継続的に活用していただく

ことを前提としています。 

5 対面とオンライン

（同時配信）併用

授業 

途中で変更できます

か？ 

5 月 12 日から 18 日までは、「意向調査」の選択

のとおり受講してください。その後、変更は一定

のルールを遵守いただくことにより可とします。 

第 1 週の受講状況を通じて「意識調査」を実施し

ます。必ず回答してください。 

受講形態変更のためのルール及び意識調査につい

ては、5 月 17 日に配信予定です。 

6 オンライン（同時

配信）併用授業 

ゼミは全面対面です

か？ 

ゼミも対面とオンライン（同時配信）併用授業と

なります。 

7 対面とオンライン

（同時配信）併用

授業 

履修している科目を変

更できますか？ 

できません。すでに登録している科目を継続して

履修してください。 

8 オンライン（同時

配信）併用授業 

必要な受講環境はどの

ようなものですか？ 

PC やタブレットなどのデバイス(機材)、授業で

使用するソフト（Microsoft365、Zoom など）、イ

ンターネットに接続できる環境が必要です。 

9 オンライン（同時

配信）併用授業 

授業中に質問はできま

すか？ 

オンライン授業の場合、授業では質問はできませ

ん。質問は終了後（または開始前）に T-Po で送

ってください。質問の内容は、次回の授業などで

説明するか個別に回答します。 



10 学生支援策 

オンライン受講の

場合 

学生支援にはどのよう

な活動がありますか？ 

1） 図書の郵送貸出 

2） 学生相談室 

3） 就職相談 

4） 証明書郵送受付 

があります。 

11 学生支援策 

オンライン受講の

場合 

オンライン授業では課

題はどのように出ます

か？ 

授業の中で必要に応じて提示されます。基本は対

面授業と同じ課題となります。 

提出は T-Po や教員の指定する方法で行います。 

12 学生支援策 

オンライン受講の

場合 

(クォーター制科目) 

第２クォーターの授業

の受講選択登録は必要

ですか？ 

第１クォーターの履修方法を前提に授業準備を行

いますが、改めての登録は、現時点では必要あり

ません。 

感染状況が大きく変化している場合は同様の意向

調査を行う場合があります。 

13 入構 オンライン授業を選択

しようと考えています

が、大学に入構できま

すか？ 

オンライン授業を選択した学生も大学に入構し、

図書館の利用や学生支援を受けることができま

す。ただし、学内でオンライン同時配信授業を受

講することは、受講スペースや学内ネットワーク

の容量の観点からできません。 

14 入構 施設利用・入構可能時

間はどうなっています

か？ 

緊急事態宣言発出、まん延防止等特別措置適用の

期間は課外活動等での使用は原則できません。 

またこの期間、入構可能時間の制限を予定してい

ます。 

15 入構 感染予防策はどうなっ

ていますか？ 

これまでどおり①入構時の検温②手指消毒剤の配

備③空間除菌の徹底④構内移動ルール設定による

滞留防止⑤教卓への飛沫防止シールド設置⑥マス

ク着用の義務化⑦黙食等行動への協力要請を行い

ます。 

今回、これに加え、A)授業のオンライン配信、

B)オンライン併用による教室受講者数の減少があ

り、より安全安心な環境づくりを進めます。 

 


